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 ＜森林部会  記：竹内 明彦 １５期＞ （写真撮影：水上 正昭 １３期） 

 

梅雨真っ盛りとあって、夜が明けてもなかなか雨が降り止まず、散々気を揉ませましたが、21 世紀の森

に到着した頃には、曇り空。直射日光が無い絶好の作業日和となりました。おそらくどの地域でも同じだ

と思いますが、竹林整備はボランティアとして求められることの多い作業です。私も地元で数多く行ってき

ました。しかし一般参加者でなく、インストラクターとしての基本は出来ているかと問われれば、甚だ自信

がありません。マニュアルだけでなく実践で基本の作業を一つ一つ確認し、身につけたいと思い参加し

ました。 

9 時 20 分からオリエンテーション。その後、本日の総括講師・徳

岡達郎さん(11 期)の講義がありました。第一部は森林部会が作成

した｢竹林整備作業マニュアル｣の要点を、分かり易く解説して頂

きました。基本的な知識で、何度も読んではいますが、あらためて

要点を整理できました。第二部は徳岡講師が作成した請負事業

編のレジュメを基に、請負事業に参画する参考例を説明して頂き

ました。刈払機、チェーンソーを主力に使う実践例で、｢プロとボラ

ンティアの中間の、ノンプロクラス｣を想定されているそうです。「雄

竹、雌竹の見分け方、また伐るのは雄竹から」といった知識は勉強になります。スパイク地下足袋や､古

竹の処理には木材用並目の剪定鋸の使用も考える、といった実践的知恵が大変ためになりました。ロー

プによる引き倒し、こん棒の使用など、普段の活動では出来ない方法も参考になりました。 

11 時から三班に分かれて展示林に入り実習です。講師は徳岡さんの他、佐藤武晴さん(5 期)、大橋聡

さん(11 期)です。展示林の真竹は育ちが悪く、殆どが細い物なので、弾けに注意すれば、伐倒に苦労す

ることはありません。倒れた竹、曲がっている竹、放置された竹の整理が主な仕事です。講師からは竹の

処理の効率を上げるために、枝払いの場所は集積所に運びやすい場所を考えて、段取りをしっかりする

ように厳しく注意されました。また集積場所を如何にキレイに見せるかにも気を配るように指導されます。

昼食タイムを挟んで、夢中になって作業している内に 14 時になって終了時間となりました。 

道具を清掃した後、14 時半から反省会です。集積の効率を考えること、また集積場所を如何にキレイ

に見せるかが、勉強になったとの声がありました。また、ヒヤリハットでは、足の踏み抜きには注意していて

も､倒れたときに切り株で怪我をしそうになったとの声がありました。地際できちんと伐る必要性をあらため

て指摘されました。 

 

（次ページにつづく） 
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森林部会 平成 30 年度 『 竹林整備研修会 』 6 月 24 日(日)9：20～15：00 曇り 

場所 南足柄市内山県立２１世紀の森 真竹展示林 参加者 27 名 

講師インストラクター：徳岡 達郎 氏 11 期 佐藤 武晴 氏 5 期 大橋 聡 氏 11 期  
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県民参加の森林づくりでは、自分が

かつてそうだったように、地元の活動の

ための勉強に来ている参加者が多いと

思います。効率的な作業方法、道具の

知識、安全の意識を、インストラクターと

して正確に伝えていくために、今回の研

修を役立てたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

＜自然観察部会  記 小笠原 多加子 １０期＞ 

 

 

  

 

今までの研修会は受け身的なものであったが、今回は各自自ら班のリーダーとしてどのように行動するかと

いうものであった。午前中は講師の解説で公園内を下見した。昼食時に観察会のキャッチフレーズを決めた。

午後からは参加者全員が交代で 1 区間ごとリーダー・サブリーダーを担当して、解説や引率を行なった。講

師が区画ごとコメントをしてくださった。最後のまとめでは総評のほかに NG 例も発表された。  

参加者の声 ・メンバーの実演を観ることによって自分の足りない点やマズイ点などがよくみえた。 

・どの材料を選んで説明するかが参考になった。立ち位置などの基本も再確認できた。 

・今回研修で得た知識をこれからどんどん活用していきたい。 

今回は参加申し込みが多く、早めに締め切らせて頂きました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然観察部会 平成 30 年度  『 自然観察スキルアップ研修会 』  

2018 年 6 月 3 日（日）9：30～15：20 晴れ  参加者 27 名  場所 県立東高根森林公園 

講師インストラクター：女川 修 氏 9 期 小林 富二男 氏 10 期  

８月４日（土）に開催された水源林のつどいは１０号掲載となります 

参加者 友谷①、菊地①、鈴木(友)③、野田⑧、三浦⑧、内野⑨、福原⑩、大塚⑪、  

山下⑪、大橋⑪、赤崎⑫、小池⑫、薗田⑬、松石⑬、長尾⑬、稲野辺⑬、鈴木⑭、  

水野⑭、西岡⑭、山口⑭、國弘⑭、石垣⑮、河西⑮、大高⑮、塚野⑮、飛田⑮、小笠原⑩  

女川、小林講師 から    リーダー・サブリーダーとして 

Before After 

参加者 

有坂⑧、石垣⑮、岩田⑭、内野⑨、江上⑬、小野⑦、北村⑬，斎藤⑬、佐藤義和⑪、水津⑨、末原⑮、 

鈴木⑭、竹内⑮、塚野⑮、福島⑪、星野⑬、水野⑭、山口⑪、湯浅⑪、妙泉⑮(五十音順) 

講師：徳岡⑪、佐藤⑤、大橋⑪  スタッフ：滝澤⑤、水上⑬ 【参加者：25 名（講師、スタッフ含む）】 
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 ＜ 研修生 山﨑 博 １２期 ＞  

ブラッシュアップ研修「丸太筋工、経路工の施工方法」が行われました。現地到着オリエンテーションの後、現

場へ向い、午前中に、各班各に、当日作業に見合った丸太、土留め横木直径約 10ｃm 長さ 2ｍ、階段約 0.8ｍ、

杭約 0.6ｍを現地で調達、杭先端加工を行ました。午後（有）丹沢前田講師に指導を受けながら私の班では階段

作りから始めました。水平に床を整え、仮り置きした横木で杭打の位置決め、掛矢（大木槌）で垂直に打込みまし

た。（この際周りの人は傾きを指示、クワやスコップで杭を支持）。番線は締め上げ前の癖付けを、シノ（篠金物か

ら由来）でしっかり行えば緩みが出ない。その後杭と丸太をシノで締め上げれば経路階段１段目の完成です。班

メンバー交代でこれを実施しました。番線の締め上げ作業の出来栄えは、横から見た番線の重なり順とクロスの

位置、上から見た三角が歪んでいなければ、まずまずの出来でした。見栄え良くするには経験が必要です、階

段の次の段、その次ぎ段とも比較的スムーズに作業が進みました。筋工土留め 2 段では水平を出す事と、床との

隙間、横木どうしの隙間を無くす事に結構時間が割かれました。杭 3 本を打ち込むときは出来るだけ傾かない様

に行い、一直線にする、間隔を均一にすること。最後に土留め端の土砂流失防止処理として端側に石詰めをし、

又は横木を挟むように内側に杭打ちを行い、土砂の流失押さえを実施しました。 

グループ 5，6 人で、交代で経験出来たので班編制が良かったと思います。森林インストラクターとして資質の

向上が図れました。今後、現場を経験することで技術向上を、実践したいと思います。                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公財）トラストみどり財団主催 平成30 年度第2 回ブラッシュアップ研修 「丸太筋工、経路工の施工方法」  

研修生：32 名     日時：平成30 年7 月7 日（土） 、場所：南足柄市塚原地内（塚原ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾌｨｰﾙﾄ）  ゙

研修工程   

・8：30～9：10 バス移動 ・9：10～9：20 オリエンテーション  

・9：20～9：50 作業場所まで徒歩（道具、一部資材も運搬） 

・9：50～14：30 講義／実技・14：30～15：00 下山  

・15：00～15：20 講評 感想・15：30～16：00 バス移動、解散 

講師：（有）丹沢 代表 前田氏、杉崎氏、岸田氏、 

財団：2 名 内田様等 

研修生：32 名 

友谷①、滝澤⑤、森本⑤、小野⑦、有坂⑧、久保⑧、飯澤⑨、 

水口⑨、辻村⑨、福島⑨、村井⑨、水津⑨、松山⑩、大橋⑪、 

真貝⑪、徳岡⑪、西出⑫、宮下⑫、門沢⑫、山﨑⑫、宇田川⑬、 

江上⑬、北村⑬、小松⑭、西岡⑭、牧石⑭、水野⑭、石井(実)⑮、 

石井(裕)⑮、小野寺(孝)⑮、森⑮、妙泉⑮、 

 

オリエンテーション 杭の切り出し 杭と階段横木 デモンストレーション先端加工 

番線は最初が肝心 

土留め仕上げ処理 

くい打ち 土留め端の処理 シノで締め上げ 

終了の挨拶 

カケヤ  と  シノ 
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活  動  短  信 
今回の掲載は 7/3～7/11 です。 

寄稿頂いた中には、紙面都合や寄稿タイミングで次号以降

の掲載になるものもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 小田原森林組合 昆虫採取罠（トラップ）づくり 

日 6 月30 日（土）13：00～16：00 

場 小田原市久野 いこいの森  

参 大人8 名・子供 10 名 

スタッフ 小田原森林組合 佐藤様他 

イ 赤崎⑫ 

夏休みも近づく青空のいこいの森にて、昆虫が大好き

な親子の皆様が集まってくださいました。活動の後も自分

で作れるように、身近な材料を利用して作ることのできるト

ラップを 2 種類紹介して、一緒に作成しました。作ったの

は、ペットボトルを利用した罠（ノムラホイホイ）と、使い捨て

のプラコップを利用したもの。また、フライトインターセプト

トラップという、飛翔性のある昆虫の罠は、森林組合の佐

藤様に事前に作成していただき、参加者と森の中へ仕掛

けに行きました。 

その後、罠に入れるバナナトラップという餌を炊事場で

火を起こして鍋で煮て作成しました。煮ている間は、職員

の方に見ていただきながら、先ほど作成した、地面に仕掛

けて地上徘徊性の昆虫の罠である、フォールトラップを仕

掛けました。 

バナナトラップができたら、いこいの森を散策しながら、

先ほど作ったペットボトルトラップを仕掛け、餌のバナナト

ラップを投入。希望者は次の日の朝、８時に集合して罠を

見に行くことになっていたが、全員が参加したようです。 

（記 赤崎 さほり ⑫） 

*********** （以上7/1 以前） ******************* 

 

◆ 横浜市立永野小学校 

環境・ｴﾈﾙｷﾞ-学校派遣事業～かながわ環境教室～ 

「木がためこんでいる二酸化炭素の量を測ろう」 

日 7 月3 日（火）、 晴れ 

場 横浜市港南区上永谷 永野小学校 

参 環境委員会（小学5，6 年生）の 25 名と教師２名 

イ Ｌ井出①、堀江④、小野⑮ 

今年度最初の学校派遣事業。授業時間が 1 コマと短か

ったため、事前打合せの際、教師とインストラクターで選木

と番号付けを行い、また樹木の太さの測定は事前に学校

側（教師と児童）で行ってもらいました。 

授業当日は、測定した個々の樹木の吸収量を 1 人ずつ

順番に発表し、パソコンに入力して学校林全体の二酸化

炭素吸収量を算出。これと今回参加した児童全員の二酸

化炭素排出量と比較し、樹木がいかに多くの二酸化炭素

を吸収しているかを体験的に気付いてもらいました。その

後、パワーポイントで光合成や森林の役割（地球環境保全）

について解説し、森林の地球環境保全機能について理解

を深めました。 

（記 井出 恒夫 ①） 

 

◆ 県民参加の森林づくり 下刈り 

日 7 月4 日（水）8：30～13：45、 曇り時々小雨 

場 相模原市緑区鳥屋 

参 38 名 (男33 名・女5 名) 

財 大木様、佐々木様 看小林様 

スタッフ（用具配備）津久井郡森林組合 柳川様、永井様 

(地元関係者)相模原市まち・みどり公社 志村様 

イ L 大原⑬、柏倉④、佐藤⑤、滝澤⑤、富樫⑥、 

野牛⑧、宮下⑩、北村⑬、竹内⑮  研 佐々木⑮ 

小雨が降ったり止んだりの不安定な天気でしたが、38

名が参加。場所は鳥居原園地から歩いて約 10 分の個人

所有地で、面積はさほど広くありません。4 年前にイロハモ

ミジ､ヤマザクラ、ヤマボウシ、カツラが植樹されていて、そ

の苗木を育てるために下刈り作業です。事前に下見した

財団の大木様、大原インストラクターリーダーから、目印の

古竹が抜けている上、苗木の育ちが悪くて小さいので、誤

伐に気をつけるように指示がありました。 

 四班に分かれて敷地に入りました。敷地が狭いので、大

フリーイラスト 

より 

温風至 7/7～7/11 頃 

あつかぜいたる 

暖かい風が吹いてくる  

第三十一候 小暑 初侯 

活動短信への投稿概略フォーマットと略語の説明 

ページレイアウトは気にせずベタ書きで結構です。 

写真もあれば１枚添付ください。  

◆ 活動団体・活動名 等 

日 日付（できれば時間と天気も）  

場 場所 （例：相模原市緑区 長竹承継分収林） 

参 参加者 人数  

県 神奈川県 環境農政局 緑政部 

   水源環境保全課 水源の森林推進グループ 

財(公財)かながわトラストみどり財団、看 看護師 

スタッフ 例 小田原市森林組合ＸＸ様 

例 川崎市公園緑地協会・ＸＸ様 

イ  インストラクター （○数字：期） 研：研修枠 

以下の本文を概ね４００字前後を目安として執筆ください 

リーダーは責任を持って執筆者の選択と執筆後のチェック

をお願いします。（執筆者もお忘れなく！！） 

**活動終了後の速やかな投稿をお願いいたします。** 

半夏生 7/2～7/6 頃 

はんげしょうず  

烏柄杓が生える 

第三十候 夏至 末侯 



                森のなかま        平成３０年９月１日発行 通巻第２７０号  

 

 - 5 -

鎌を振り回さ無いように念を押します。ツル絡みも多く、参

加者の手が回らない所は、インストラクターが持参の剪定

鋏で伐りました。初心者もいたので、鎌の使い方などを指

導しましたが、多くの参加者はベテランで効率も良く、予定

より早く 11 時半に修了。鎌を研磨し､道具の収納もスムー

ズでした。ヤマビル被害1名の他は、ヒヤリハットもありませ

んでした。 

昼食を摂りながら参加者の意見を伺うと、大鎌だけでな

く、中鎌か小鎌も使い易いのではないかという意見が複数。

また剪定鋏があった方がツルの処理に便利だったという

指摘もありました。雨が本降りになったため、予定より早く

現地を出発、13 時半に本厚木で解散しました。 

（記 竹内 明彦 ⑮） 

 

 

 

 

 

◆ 相模原市立内郷小学校 間伐 

○事前授業   

日 6 月27 日（水）13：50～14：35、 晴れ 

場 相模原市緑区寸沢嵐 内郷小学校  

参 小学５年生 担任教師及び生徒１8 名 

イ 小野⑦ 

7 月5 日にやませみにて実施予定の間伐研修に関して

の事前授業。6 月25 日に講話内容について学校を訪問

し担任教師と協議してその内容に沿って進めた。 

最初は自己紹介、生徒との活動時に良く受ける質問「な

んで今の職業を選んだか」に先手を打って「職業では有り

ません・・・」からスタート。森林の働き、日本の林業の現状

と課題、森林を作り育てるサイクル等を限られた時間内で

ＰＣ画面と黒板を使いながら説明。心掛けたことは毎度な

がら一方通行にならない事。森林を作り育てる５０年以上

の長いサイクルについては農作物と比較してその長さを

＜50 年以上たってやっとお金になる＞現実に改めてみん

なビックリ。 

間伐作業は伐倒木・スリングをかける木・引っ張り方向の

配置や受け口、追い口などを黒板に図示して説明。間伐

は大変危険な作業なので「怪我をしない」事が最も大事だ

が同時に「自然をいっぱい楽しんでほしい」とお願いし

た。  

限られた時間内で皆さん如何に理解できたか、全く自

信はないが明るく元気いっぱいの生徒さん達に 助け

られながらの 45 分でした。    （記 小野 幸広 ⑦） 

○間伐本番 

日 7 月5 日（木）9：00～13：30、 曇り時々小雨 

場 相模原市緑区澤井 大日野原地区 

参 小学5 年生19 名と 副校長、教師2 名  

スタッフ やませみ職員3 名  

イ L 小野⑦、内野⑨  

今にも降り出しそうな空模様なるも、何とか実施可能と判

断、当初計画の「林内での昼食、ミーティング」を変更し、

間伐後コースター用の材料1.5ｍを持帰りやませみにて製

作することにした。 

間伐対象木は杉の大径木で樹高も有る為、2 班編成で

やませみ職員2 名の応援も頂き作業を開始した。 

受け口の切込では生徒が交代で周りの生徒達からの声

援を受けながら切り進めたが追い口切りでは安全を考慮し

て早めに生徒、先生をロープ引き場所に 配置、傾き具合

を見ながらインストラクターが切込み、地響きを伴っての倒

伏時は大歓声と、拍手でした。 

やませみ帰着後はコースター作りで午前の活動時は終

了。昼食後はグループミーティングで間伐の感想など発

表初めての伐倒体験（自分たちで倒した）ことへの達成感

が感じられる発言でした。     （記 小野 幸広 ⑦） 

 

 

 

 

 

◆ 横浜市立桜岡小学校 森林学習（間伐体験） 

場 相模原市緑区長竹  

日 7 月5 日（木）9：15～14：20、 曇り 

参 小学5 年生108 名（5 年生3 クラス）（生徒95 名、 

大人13 名（教師10 名、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 3 名） 

財 古舘様 

イ L 松本⑪、井出①、柏倉④、有坂⑧、久保⑧、 

鈴木⑧、三浦⑧、村井⑨、松山⑩、西出⑫、 

小松⑭、牧石⑭ 

昨年度は体験時間が不十分であったので、今年は時間

を多くして頂き、インストラクターもメリハリを付けて指導す

るように心がけた。 

インストラクターは 8：45 にふれあいの村第一駐車場に

集合。打ち合わせをし、一部は財団の道具積み込みの手

伝いに、一部は生徒のバス 3 台の到着待ちとトイレ場所の

案内で待機していた。 

 児童・教師を乗せたバスは 15 分遅れで到着。昨年度は

時間が足りず、不十分な間伐体験であったので今回は４５

分早めに計画。そして前回は荷物を集会室に置いたりし

ていたので、今回荷物はバスにそのままして、トイレをす

ませて芝広場で 9 時30 分から児童の司会で始まりの会、

担当教師から注意事項の後、インストラクターへバトン、森

林間伐の概要とインストラクターの自己紹介し、再び生徒

へ、『力強い活動宣言』で始まりの会が終わり、生徒はバス

 
丹沢の自然再生に取り組む 丹沢大山自然再生委員会の 

ホームページでご覧ください。http://www.tanzawasaisei.jp/ 

かながわしずくちゃん Facebook は下記ＵＲＬで見ることができます。 

https://www.facebook.com/kanagawa.sizuku 
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でインストラクターはマイカー乗り合わせで現地へ。 

班は予定11 班⇒10 班に（体の弱い人が一つの班に）。 

対象木は直径約10～13 ㎝ヒノキ、各班１本の間伐 コー

スター作り（各自１枚）を目標に作業をおこなった。 

長竹着10 時10 分。1 班から順次ヘルメット、枝打ちノコ装

着。必要な機材を持ち、間伐現場に 10 時30 分到着。森

林の周囲を眺めながら、なぜ間伐をするのか、その必要

性等を説明。間伐木の選定、安全に倒す方法の説明を行

い、間伐作業に入る。 

間伐ノコを初めて持

つ児童に技術指導し

ながら各班1 本の木

を倒し、枝を落とし玉

切り、各自1 個のコー

スターを作って、12：

20～13：00 昼食、班毎に各インストラクターは夫々のお

話。今年は生徒とお別れの挨拶も班毎に.行った。13：10

～13：30 下山。13：30～13：50 道具手入れ等。13：55 生徒

はバス乗車開始。14：20 生徒バス出発。 

14：20～15：00 道具、間伐材10 本（雨天バージョン時

の材確保）の積み込みふれあいの村へ搬送。インストラク

ターもマイカー乗り合わせで。今回暑さのせいだろうか山

ビルは見られなかった。目標であった時間配分もインスト

ラクターの努力により上手くいって生徒も教師も満足で来

たと思う。 

（記 松本 保 ⑪） 

 

◆ 横浜市立菅田小学校 

愛川宿泊体験学習（高取山登山） 

日 7 月8 日（日）9：00～13：30、 晴れ 

場 神奈川県立愛川ふれあいの村 高取山 

参 横浜市立菅田小学校 4 年、5 年生 2 クラス  

101 名 （生徒92 名、教師等9 名） 

イ Ｌ牧石⑭、小野⑦、小沢⑨、松本⑪、永松⑫、 

西出⑫、江頭⑬、木村⑭、小松⑭ 

当時の天候は曇りのち晴れの予報、各班9 名～10 名

（4 年生、5 年生）が 9 班に分かれ、愛川ふれあいの村、登

山口より登山を開始。5 年生の班リーダーを先頭に、一歩

一歩確りとした足取り山頂を目指しました。コースの途中で

見られる、植物、

森林状態、周囲

の景色の説明を

しながら、最初の

休憩ポイント「東

の平」に 10 時15

分に１班が到着、

水分補給、塩分

補給と取りながら約10 分の休憩を行った後、登山開始。

第二休憩ポイントまでのコースで見られる「玉ネギ石」の説

明、愛川ふれあいの村が望める場所では、愛川ふれあい

の村をバックに班毎の記念撮影が実施されました。モミの

木分岐で 2 回目の休憩を行った後、11：50 に先頭1 班が

高取山（705ｍ）山頂に到着、12：20 でに全9 班全員が到

着。山頂に設置された鉄塔に登ると、宮ケ瀬ダム、丹沢の

パノラマが広がっていました。各班でまとまって昼食をとっ

たのち、13：00 より下山開始。下山では 1 回の休憩をとり、

予定の 13：30 までに、全9 班全員が愛川ふれあいの村に

到着。お別れの会では参加者より「達成感があった」と感

想を聞かせていただき、無事終了しました。 

（記 牧石 稔 ⑭） 

 

◆ 海老名市立柏ヶ谷小学校 

環境・ｴﾈﾙｷﾞ-学校派遣事業～かながわ環境教室～ 

「木がためこんでいる二酸化炭素の量を測ろう」 

日 7 月10 日（火）、 晴れ 

場 海老名市柏ヶ谷1090 柏ヶ谷小学校 

参 小学6 年生3 クラス 83 名と教師3 名 

イ Ｌ井出①、堀江④、松本⑧、石垣⑮ 

事前打合せの際、教師とインストラクターで選木と番号

付けを行いました。 

3 クラスあるため、1 クラスごと計3 回実施。各クラス 1 コ

マ目は授業の進め方の説明と、樹木の太さの測定を行い

ました。この学校には桜の大木が多くあり、樹木尺1 つで

は測定できず、児童数人で協力して測定を行いました。 

各2 コマ目は、測定した個々の樹木の吸収量を 1 人ず

つ順番に発表し、パソコンに入力して学校林の二酸化炭

素吸収量を棒グラフに表しました。発表するごとにスクリー

ンに映し出されるグラフが伸びて行き、これと 6 年生全員

の二酸化炭素排出量の棒グラフと比較して超えるか超え

ないか、最後まで子供たちの目はスクリーンに釘付けでし

た（結果はわずかに超えなかった）。 

その後、パワーポイントで光合成や森林の役割（地球環

境保全）について解説し、森林の地球環境保全機能につ

いて理解を深めました。 

（記 井出 恒夫 ①） 

 

◆ 横浜市立 下野庭小学校 【港南区】 

三浦ふれあいの村 宿泊体験学習 

日 7 月11 日（水）13：00～14：30、 晴れ 

場 三浦ふれあいの村 保健保安林 

参 小学5 年生 98 名 教師等 6 名 

イ Ｌ 小笠原⑩、友谷①、渡部⑦、内野⑨ 海野⑩、 

中村⑪、薗田⑬、牧石⑭、阿藤⑮ 

夏の暑い日差しが照る昼過ぎに、3 クラス 98 名の生徒
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を 9 班に分けての森の自然観察体験です。 

三浦ふれあいの村の保健保安林は三浦長浜海岸近く

にあり、海岸性の植物が混在する森です。夏の森はハチ

やヌルデなどの危険動植物も多く、森に入る前に観察方

法について注意説明を行いました。 

森の中にはたくさんのトラップ【虫を捕まえるしかけ】が

設置されていまして、これは昆虫採集の手段として用いま

すが、ここでは害虫駆除の目的にも使用されているようで、

今回はカナブンがたくさん捕獲されていました。 

森の入り口にはハマユウ、森の中にはトベラなど温暖な

海岸近くで見られる植物も多くあり、またツバキやオニグル

ミの樹には実がついていて、タイワンリスかノネズミなどの

食痕が残されており、子供達は不思議そうに覗いていまし

た！ 森の中ではウラシマソウとその青い実や、ミズヒキの

紅と白の花を発見しその名前の所以を説明。出口付近で

はクズが繁茂しており、クズについては強すぎる光を避け

て葉を動かす「葉っぱの不思議な力」を説明することがで

きました。夏の森では多くの植物に出会えることができま

すが知らない植物も多くあり、 

もっとたくさんの森の知識の引出しを持てるようにならな

ければの思い・・・。 

夏の暑い森の中を皆楽しく怪我もなく過ごせ、子供達の

乗るバスに手を振ってお別れしました。 

無事、夏の森の散策を終了できたことに感謝です。 

（記 阿藤 壽孝 ⑮） 

 

◇ 県民参加の森林づくり活動 下刈 

日 7 月11 日（水）8：00～13：30、 晴れ 

場 小田原市久野（市有林） 

参 30 名 

財 古館様、大木様  看 小林様、 

その他 小田原市：野澤様 森林組合：1 名 

イ L 高橋⑨、大道⑥、斎藤⑥、小野⑦、山崎⑦、大原⑬、

小貝⑭ 研修：妙泉⑮ 

天気予報でも気温が上がると予報されており、朝から汗

ばむ日となった。 

 参加者はリピーターの方が多く、草刈り作業が初めての

方は数人と少なかった。 

 朝のミーティングでは、炎天下での草刈り作業の為、熱

中症の予防についての注意、カヤが背丈を超えている現

場のため周囲への注意、足元が見難いため作業場所の

傾斜等の注意等を確認し作業を開始した。 

 作業は予想どおり、炎天下に背の高い草の中での作業

となり、当初は人の姿も見えず作業進度も良く分からない

状況であったが、刈り取られた場所が点から線になってい

くほど順調に作業が進んだ。 

 各班でもこまめな休憩指示が出され、熱中症の方、ハチ

等の被害、怪我も無く作業は時間通り終了し、作業場所は

カヤで見えなかった植栽木も見えるようになり、達成感の

ある作業でした。   

 (記 高橋 修 ⑨)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
かながわ森林インストラクターの会は『緑の募金』の支援団体 

としても取組んでいます。 

全国で５番目／ＮＰＯ法人で初めて委嘱されています。 

森のめぐみの掲載は、 

今月号はありません。 

次掲載は 10 月号です。  

森のめぐみ シリーズ 
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◇ 森のなかま原稿募集 ◇ 

会員・読者の皆様から広く募集していま

す。 

＜広報全般についてのお問い合わせ＞ 

松本 保  

Mail：matsutamori@jcom.zaq.ne.jp 

Tel ：０９０－７９６２－３１６８ 

＜電子配信担当＞ 笠原かずみ 

Mail: happy_kumakuma711@icloud.com 
Tel ：０９０－４１３７－９２６５ 

＜メール・手書き原稿送り先＞ 

【本誌】松本 保  

〒246-0037 横浜市瀬谷区橋戸3-46-17 

Fax: 045-301-9401 

電話連絡先：０９０－７９６２－３１６８ 

Mail：matsutamori@jcom.zaq.ne.jp 

【別冊】黒川 敏史 

〒247-0066 鎌倉市山崎2273-1-515 

Tel：080-5477-2206 

Mail：

kurokawa.family@aa.cyberhome.ne.jp 

【別冊はCCを】福島 正治（事務局長） 

〒214-0006川崎市多摩区菅仙谷3-1-1-204 

Tel/Fax：044-944-9423 

Mail：fukky52000@yahoo.co.jp  

原稿は随時受付けています。 

やどりき水源林ミニガイド 
８月のトピックス  
今年もやどりき水源林のつどいが開催さ
れました.詳細は 10 月号で掲載します.  

 
8/4：赤崎さん⑫撮影  

 
９月の水源林 
残暑も、やどりきに来て森や川で暑さを

回避しませんか。森や川はマイナスイオ

ンで健康になります。森の案内人がお待

ちしています. 

 

「森の案人」情報 
案内と事故保険は無料です。 

●実施時間：毎週土曜・日曜・ 

AM10 時・PM1 時, １～2 時間程度 

●集 合：水源林入口ゲート前 

●内 容：森林インストラクターが自然 

観察にご案内します。森林のしくみ 

手入れなどについて説明致します。 

参加自由、参加費無料 

＊１０人以上の団体は事前に下記までご

連絡ください。 

●問合せ：（公財）かながわトラスト 

みどり財団 TEL : 045－412-2255 

         FAX : 045－412-2300 

● ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://www.ktm.or.jp 

http://ktm.or.jp/contents/event/h27/yadorikih27.htm

l         E-mail: midori@ktm.or.jp 

●やどりき水源林までの道順 

小田急線新松田駅または JR 御殿場線松

田駅下車、富士急湘南バス「寄（やどり

き）」行き乗車約25 分。 

バス下車後（案内板あり）川沿いに徒歩

35～40 分。 

寄大橋の右横が水源林ゲートです。 

森のなかまは過去号もご覧になれます。 

 (ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ)   http://www.forest-

kanagawa.jp/3kiroku.html#kiroku01  

 (HP 担当 : 井出恒夫） 

イベント情報 ＆ ご案内 

編集後記 

★やどりき水源林で水棲生物の観察で 

始めは虫を気持ち悪がる子供さんがだ

んだん怖がらなくなってきました。 

そんな瞬間に立ち会えるのっていいで

すね。 

（笠原） 

★別冊の編集を通じ、暑い中たくさんの

皆様の活躍の様子がわかります。 

先日初めて県民参加活動の統括リーダ

ーをつとめました。大きな問題もなく無事

に終わり、ほっとしています。 

（黒川） 

★異常気象と言われた日本では無いよう

な酷暑もやはりお盆を過ぎたら少し過ご

しやすくなりました。今年の水源林の集

いでは熱中症にかかり皆様にご苦労を

おかけしました。ひたすらエアコンの効

いている室内で過ごしていても太るだけ

だし、やはり野外で適度に身体を動かし

ていないと。 

（吉田） 

★高峰温泉から黒斑山（2414ｍ）に登っ

てきました。温泉からは八ヶ岳、富士山が

見え、軽井沢の夜景と星空も素晴らしか

った！歩いていると浅間山も眼前に・・！

噴火警戒レベル２の登山でした！！ 

（阿藤) 

★先月号でタイの洞窟の少年達、日本の

高校野球球児の体力と気力はすごいと。 

今月はもっとすごい、周防市の行方不明

2 歳児よしき君と発見の７８歳尾畠さんが

いました。唯々拍手です。年齢、形は違

いますが、私達インストラクター仲間にも

尾畠さんのような人がいます。私も 1/100

でもいいから近づきたいです。 

（松本） 

年間通読のお申し込み 
「森のなかま」年間通読をご希望の方は、
郵便局備付けの郵便振替を利用してお
申し込み下さい。 
郵便振替口座00230-0-2454 
かながわ森林インストラクターの会宛まで 
２０００円をお振込み下さい。振替用紙に
は、必ず、住所、氏名を明記して下さい。
振替用紙到着の翌月号から１２回／１年
間お届け致します。 
 
編集人： 松本 保 
事務局： 福島正治 
広報部：薗田栄哉 吉田郁夫 

黒川敏史 笠原かずみ 
加藤優美 阿藤壽孝、竹内明彦 

支援：伊藤恭造 大原正志 江頭淑子 

神奈川県立生命の星・地球博物館 【特別展】植物誌をつくろう！ 

～『神奈川県植物誌 2018』のできるまでとこれから～ 

2018 年7 月14 日（土曜）～ 2018 年 11 月 4 日（日曜）  

「みどりの戸籍簿」とも呼ばれる、県内全域の植物を記録した 

書籍「神奈川県植物誌」。今年、17 年ぶりに新刊が刊行されます。 

今回の展示では、この「神奈川県植物誌 2018」の調査結果を 

もとに、過去と未来をつなぐ取り組みを紹介します。 
〒250-0031 神奈川県小田原市入生田499    

Tel: 0465-21-1515 Fax: 0465-23 

http://nh.kanagawa-museum.jp/index.html 

フォッサマグナ要素を代表する植物のサガミジョウロウホトトギス 

第47回 足柄峠笛まつり 

 
 
9月9日（日） 10：30～15:25 
足柄城址・足柄峠付近 
 
詳細は下記URLで 
南足柄市 
http://home.minamiashigara.kokosil.net/ja/archives/5350 
 
静岡県小山町 
http://www.fuji-oyama.jp/kankoubunka_event_foZ5umBy.html 


